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　万年筆のペン先は、筆圧の強弱に反応します。力
を入れすぎると、ペン先が分かれてしまってインク
が出なくなります。持ち方が斜めすぎたり、垂直す
ぎたりすると、うまく書けません。ペン先の向きに
逆らって書けば、紙に引っかかってしまいます。万
年筆のその特性が、子どもたちに力の入れ方、手指

の使い方、正しい姿勢、丁寧で細やかな作業を行う技術など
を自然に身につけさせるのです。
　子どもたちにとっては、万年筆と筆記体への新たな挑戦で
す。１つ１つの文字をつなげながらきれいに書くためには、
かなりの注意が必要です。注意しなければ、線の強いつなが
りのせいで読みにくい文字になってしまいます。だから、多
くの練習が不可欠です。
　筆記体のようにつながっている書体を習得した生徒は、文
章をよりよく記憶し、その意味をより容易に把握できるとい
う研究結果があります。また、ブロック体よりも、筆記体の
方が早く書くことができます。
　私の経験では、ドイツ人はみんな、手書きの筆記体にちょっ
とブロック体を混ぜて書きます。すべての文字をつなげるの
は難しいから、途中でペンを紙から離して、手をスムーズに
動かすためにブロック体の１文字を入れて、またつなげて書
きます。こうすると、手が疲れなくて早く書くことができます。

　試しに、筆記体で書いてみましょう！　大切なのは、文字
をつなげることと、途中でペンを離さないで書くこと。Sを
書いたら、ペンを離さずにすべての文字をつなげることです。
最後に、iの点とtの横線を書きます。

　できましたか？　もっとやってみたくなりましたか？　ド
イツのカリグラフィーに興味はありますか？
　広報しもつけ５月号では、カリグラフィー講座のお知らせ
をしますので楽しみにしていてくださいね！

　３月号のコラムに書いた活字の書体「フ
ラクトゥア」と「アンティカ」を覚えてい
ますか？　今回は手書きの書体のうち、筆
記体について書きます。ドイツの小学生に
とって、均整がとれていて読みやすい筆記
体を書くことは重要だからです。
　ドイツ語圏では、活字と同じように筆記
体にも主に２つの書体が存在しました。ド
イツ文字の筆記体「Kurrentschrift（クッ
レントシュリフト）」とラテン文字の筆記
体「Lateinische Schreibschrift（ラタイ
ニシェ シュライブスシュリフト）」です。
この２つには、活字のフラクトゥアとアン
ティカと同様、様々な種類がありました。

　16世紀から、手書きでは、ドイツ語の
文章にはクッレント、外来語にはラタイニ
シェが使われていました。しかし、ヒト
ラーが、フラクトゥアと同時にクッレント
を好ましからざる書体としたので、学校で
はラタイニシェを使うことが義務付けら
れました。
　現在、ドイツの子どもたちは小学１年生
で、１文字ずつ書き上げるブロック体のア
ルファベットを教わります。書き方は、鉛
筆で練習します。２年生になると次の段階
に進みます。新たに筆記体を教わり、万年
筆での書き方を習わないといけません。
　なぜなら、鉛筆よりも万年筆で書く方が
難しいからです。
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クッレントシュリフト（以下「クッレント」）

ラタイニシェ シュライブスシュリフト
（以下「ラタイニシェ」）

Shimotsuke

ウィルペルトさんが書いた　↑筆記体　↓ブロック体

訳）ドイツ人が手書きで文章を書くと、こんな感じになるこ
とが多いです。読めますか？　多分、簡単には読めない
でしょう 。
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